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「教育実践演習 N」については、2013 年度は 29













筆者の 2013 年度および 2014 年度に行った授業
展開は以下の通りである。 
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4 立教大学 学校・社会教育講座 2015 年度履修要項 
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⑤「教職実践演習 ( 中 ･ 高 )」に関わるレポー
トは、教職課程履修最終学年後期に受講する「教





























































































































年から 59 年までの 14 年間に 19 校の学校
を設置したことから始まり、新座市の学校
を取り巻く現状 7 として不登校数 8、いじ
め 9、暴力行為数 10、および携帯電話所持


















































7 金子氏より配布されたパワーポイント資料 平成 25
年度新座市調査結果から
8 小学校 36 名、中学校 118 名
9 小学校 41 件、中学校 27 件
10 小学校 5 件、中学校 24 件
11 小６ 47％、中２ 73％
12 小学校 16 件、中学校 7 件
13 武蔵野市 地域子ども館あそべえ
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14 児童福祉法第６条の２第２項で規定
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れ、同じような活動をしていることを学生
に紹介した。
「ココフレンド」や「ふれあい地域連絡協
議会」は、新座市としての取り組みであり、
公立の小学校や中学校は他の地域でもその
地域の現状に合わせた形での組織や取り組
みがされている。このように公立小中学校
は学校だけではなく、地域や市町村、教育
委員会との密接な関係を築きながら児童生
徒を育てていくことが大切である。
　一方、私立学校においては、地元地域や
教育委員会との関わりに違いがある。金子
氏の講義の中でも、立教新座中高のグラウ
ンドを東北小学校のマラソン大会に毎年提
供している例が紹介された。また部活動に
おける大会についても公立の学校と同様に
私立学校も市町村レベル、あるいは地区レ
ベルの大会に参加している。しかし自治体
レベルの行事の中には公立限定としたもの
もある。
　私立学校においては、各校独自の建学の
精神があり公立学校の教育方針と目的とす
るところが違う。また、私立学校の各都道
府県の管轄は教育委員会ではないので、地
域と学校教育の連携を考える場合には、私
立と公立では分けて考えるべきである。
　筆者はこの後の授業展開の中で、私立と
公立の違いについて、学生にディスカッ
ションしてもらった。
8.　おわりに
　この「教職実践演習」の授業の最後に、科目
共通の課題「立教大学の教職課程を履修して」
をテーマに４年間の教職課程で学んできたこと
を振り返ってもらう。学生の中には、立教の教
職課程は教育実習や将来の教員としてすぐに役
に立つ実践的な授業が少ないという意見を持っ
た者が少なからずいる。そして、その指摘は、
国立教員養成系の大学や体育大などと比べれ
ば、当たっているかも知れない。では、もし仮
に立教大学で実践的な授業を増やすとなった場
合、現存する授業を減らして実践的な授業にす
るかといえば、答えはノーであろう。教職課程
のそれぞれの授業には目的があり、それぞれの
授業での到達目標に少しでも近づこうと学生は
勉強し、必死に考え、理解しようとしてきた。
教職課程をやり遂げた学生の多くは、「教師と
は何者か」「教育とは何か」をとにかくよく考
えた４年間だったと振り返るに違いない。その
根本姿勢は、立教大学における教職課程の柱で
あり、それを学んで巣立っていく学生の精神的
な柱にもなっていると考える。実践的技術的な
知っていれば多少知らないよりは有利かもしれ
ないが、大した問題ではない。４年間の集大成
としての「教職実践演習」で、学生には、様々
なテーマについてディスカッションしてもらっ
た。これから広く社会に出る卒業生には、この
４年間で学んだことを精神的な柱として頑張っ
てもらいたい。
